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現
在
、
国
連
で
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
実
現

を
め
ざ
す
画
期
的
な
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。「
核
兵
器
は
非
人
道

的
兵
器
」
と
す
る
国
連

決
議
が
行
わ
れ
る
一
方
、

核
保
有
国
は
核
兵
器
廃

絶
に
背
を
向
け
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
な
ん
と

し
て
も
核
廃
絶
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
い

う
国
際
会
議
が
、
３
月

に
行
わ
れ
、
７
月
７
日

ま
で
の
第
２
回
会
期
で
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採

択
を
め
ざ
す
と
い
う
強

い
決
意
が
表
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
政
府
は
参
加
を

拒
否

核
保
有
国
が
会
議
へ

の
参
加
を
拒
否
し
、
被

爆
国
で
あ
る
日
本
政
府

ま
で
も
が
、
米
政
府
と

一
緒
に
な
っ
て
会
議
に

不
参
加
を
表
明
す
る
と

い
う
姿
勢
に
は
、
国
内

外
か
ら
失
望
と
批
判
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
核

兵
器
禁
止
条
約
を
実
現

し
、
核
保
有
国
や
日
本

政
府
の
姿
勢
を
変
え
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
国

際
的
な
世
論
の
強
力
な

後
押
し
が
必
要
で
す
。

こ
の
会
議
で
は
、
被
爆

者
の
証
言
と
、
被
爆
者

が
呼
び
か
け
る
国
際
署

名
が
、
会
議
を
前
に
す

す
め
る
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を

続
け
る
北
朝
鮮
と
ト
ラ

ン
プ
米
政
権
と
の
軍
事

的
な
緊
張
が
高
ま
る
中
、

平
和
的
、
外
交
的
努
力

を
求
め
る
事
と
同
時
に
、

「
核
兵
器
」
を
違
法
化
す

る
国
際
条
約
の
締
結
は
、

核
に
よ
る
威
嚇
を
許
さ

な
い
国
際
的
な
包
囲
網

を
作
る
上
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

区
議
団
が
商
店
街
で

署
名
活
動

2
月
の
一
般
質
問
で
、

荒
川
な
お
区
議
は
、
世

田
谷
区
や
新
宿
区
の
区

「ヒバクシャ国際署名」を成功させましょう！

長
が
こ
の
署
名
に
サ
イ

ン
し
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
、「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
平
和
首
長
会
議

や
日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
に
参
加
し
て

い
る
板
橋
区
と
し
て
の

取
り
組
み
を
強
め
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
区
長

は
「
方
向
性
は
同
じ
」「
さ

ら
な
る
事
業
展
開
を
図

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
板
橋
区
議

団
は
、
４
月
27
日
昼
休
み

に
仲
宿
商
店
街
で
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」（
※
）

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
第
五
福
竜
丸
の
こ
と
も

忘
れ
な
い
で
」「『
核
抑
止

力
』
な
ん
て
間
違
っ
て
い

る
」
と
訴
え
る
女
性
な
ど

署
名
は
21
筆
、
３
人
の
方

か
ら
カ
ン
パ
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

※�

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵

器
廃
絶
国
際
署
名
」（「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」）
は
、

国
内
外
の
被
爆
者
９
人
の
連
名
で
よ
び
か
け
ら
れ
、

開
始
さ
れ
て
４
月
末
で
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。
署
名

は
2
0
2
0
年
ま
で
に
世
界
で
数
億
人
の
賛
同
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。
３
月
の
会
議
で
は
、
40
近
く

の
国
々
か
ら
1
7
2
万
人
分
が
集
ま
っ
て
お
り
、
6

月
の
会
議
に
向
け
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

被爆者とともに区議団が署名活動(仲宿商店街）

区
が
2
0
1
7
年
度
保
育
所
等
入
所
状
況
を
発
表

（※）�保育実質待機児童数は、転園希望者、認証保育所など他の保育施設に入所中の希望者、
　　特定園の希望者、育児休業取得中の希望者、求職活動休止中の者は含まれていません。

（
2
面
に
解
説
記
事
）

板
橋
区
待
機
児
童
9
8
5
人
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5
月
10
日
、
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
で
板
橋
区
議
会
第

4
回
議
会
報
告
会
が
、
参

加
者
1
0
0
人
を
超
え

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
は
、
板
橋

区
議
会
議
会
基
本
条
例
で

位
置
づ
け
ら
れ
た
取
り
組

み
で
、
実
行
委
員
会
を
設

置
し
、
議
員
自
ら
準
備
し

て
い
ま
す
。
区
議
会
の
活

動
の
状
況
を
区
民
の
み
な

さ
ん
に
直
接
報
告
・
説
明

し
た
り
意
見
や
考
え
を
聞

く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
定
例
会
、
4
月
の

閉
会
中
常
任
委
員
会
な
ど

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
で
4
回
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
よ
り
多
く
の
人

か
ら
質
問
を
受
け
る
た
め

に
参
加
者
か
ら
の
質
問
を

「
質
問
用
紙
」
で
回
収
し
、

応
え
る
方
法
に
変
更
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
前
よ
り
質
問
す
る
人
が

増
え
た
」
と
い
う
感
想
が

あ
る
一
方
で
「
質
問
用
紙

を
記
入
す
る
時
間
が
短

い
」「
参
加
者
が
声
を
発

す
る
場
面
が
一
度
も
な

い
」
な
ど
の
意
見
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
工

「
豊
洲
に
行
っ

た
ら
商
売
あ

が
っ
た
り
だ

よ
。」

区

内

の
魚
屋
さ
ん
、

八
百
屋
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

町
で
も
「
子
ど
も
や
孫
な
ど

が
心
配
。」
の
声
で
す
。
食

の
安
全
へ
の
不
安
は
他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼

こ
の
春
、
わ
が
子
は
中
一
と

中
三
。
食
べ
る
量
も
半
端

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
給

食
に
携
わ
る
栄
養
士
さ
ん

は
言
い
ま
す
。
最
も
重
要
な

調
味
料
は
「
安
全
」
だ
と
。

▼
築
地
市
場
80
年
余
の
歴

史
で
、
有
害
物
資
に
よ
る
食

品
汚
染
は
一
度
た
り
と
も

な
く
、
食
中
毒
を
起
こ
し
た

こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
汚

染
対
策
の
約
束
が
守
ら
れ

ず
、
基
準
値
の
百
倍
を
超
え

る
汚
染
と
い
う
下
で
「
豊
洲

の
方
が
安
全
」
な
ん
て
い
う

言
葉
は
詭
弁
で
す
。
▼
移
転

中
止
を
求
め
る
声
は
、
築
地

市
場
水
産
部
・
仲
卸
事
業
者

の
70
％
に
達
し
、「
築
地
女

将
さ
ん
会
」
は
、『
築
地
市

場
に
こ
そ
、
未
来
が
あ
る
』

と
語
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に

届
く
「
築
地
ブ
ラ
ン
ド
」
の

未
来
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
い
わ
い
桐
子
）

夫
も
重
ね
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
改
善
の
提
案

を
し
て
い
き
ま
す
。

板
橋
区
議
会

第
４
回
「
議
会
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

新たな人事が決まりました
区議会本会議（5月23日）

幹事長	 竹内	愛　　
副幹事長	 吉田豊明、山内えり
監査委員	 荒川なお

常任委員会
【企画総務委員会】	 いわい桐子、吉田豊明
【区民環境委員会】	 大田伸一、荒川なお
【健康福祉委員会】	 ○かなざき文子
【都市建設委員会】	 小林おとみ
【文教児童委員会】	 ○竹内	愛、山内えり
【議会運営委員会】					竹内	愛、吉田豊明

特別委員会
≪東武東上線連続立体化・沿線安全対策調査特別委員会≫
　　	 	 	 	 	 											かなざき文子、山内えり
≪地域包括ケアシステム調査特別委員会≫	 ◎小林おとみ、いわい桐子
≪危機管理対策調査特別委員会≫	 荒川なお、○吉田豊明
≪子どもの貧困対策調査特別委員会≫	 大田伸一、竹内	愛

◎委員長、◯副委員長

今
年
4
月
の
保
育
園
申

し
込
み
4
2
9
4
人
の

う
ち
、
入
所
で
き
た
の
は

3
3
0
9
人
で
、
希
望
す

る
保
育
園
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
は

9
8
5
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。区

は
、
国
の
定
義
に
基

づ
き
、
保
育
実
質
待
機
児

童
数
2
3
1
人
を
待
機

児
童
数
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
待
機
児
童
の

実
態
を
反
映
し
て
い
ま
せ

ん
。区

は
、2
0
1
6
年
度
、

1
0
5
0
人
の
定
員
増

に
加
え
、
来
年
4
月
の
開

設
に
向
け
て
今
年
度
中
に

5
5
7
人
の
定
員
増
を

図
る
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

保
育
園
が
足
り
な
い
状
況

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
1
面
の
解
説
記
事
）
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東
京
都
が
実
施
し
た
子

ど
も
の
貧
困
調
査
で
、
都

内
の
5
人
に
1
人
の
子
ど

も
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と

の
結
果
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
世
帯
構
成
で
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
半
数
以

上
、
さ
ら
に
、
母
子
家
庭

で
は
8
割
が
貧
困
状
態
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
働
く

女
性
の
2
人
に
1
人
が
非

正
規
雇
用
と
い
う
状
況
や

低
賃
金
・
低
処
遇
の
労
働

環
境
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
都
市
部
に
お

け
る
実
態
を
浮
き
彫
り
に

板
橋
区
も
プ
レ
イ
パ
ー
ク
設
置
を
！

「
板
橋
区
内
の
公
園
な
ど

に
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
設
置

を
求
め
る
」
陳
情
が
、
4

月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
都

市
建
設
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
全
会
派
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

同
陳
情
は
「
既
存
の
遊

具
で
は
な
く
、
自
然
の
中

に
あ
る
木
や
水
や
火
や
土

な
ど
を
用
い
て
、
自
分
の

責
任
で
自
由
に
遊
べ
る
環

境
を
つ
く
る
」
た
め
に
、

プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
設
置
を

求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
の
審
議
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
触

れ
、
自
由
に
遊
べ
る
環
境

を
作
る
こ
と
に
異
議
は
出

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
事
業

を
担
う
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
人
材
育
成
、
焚
き

火
の
煙
や
の
こ
ぎ
り
の
音

な
ど
へ
の
近
隣
住
民
の
理

解
、
事
故
へ
の
対
応
等
々

の
課
題
を
ど
う
解
決
す
る

の
か
と
い
う
議
論
が
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
、
区
が
公
園
づ

く
り
の
新
た
な
方
針
を
策

定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ

る
こ
と
や
、
区
が
2
月
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
焚
き
火
や
泥
遊
び
な
ど
が

で
き
る
プ
レ
イ
パ
ー
ク
が

実
施
さ
れ
た
ら
遊
び
に
行

き
ま
す
か
」
の
設
問
に
「
行

き
た
い
」
と
回
答
し
た
人

が
40
・
6
％
（
w
e
b
回

答
56
・
3
％
）
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ

れ
、
前
に
す
す
め
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
が
一
致

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

区
議
団
は
、
1

月
に
世
田
谷
区

の
プ
レ
イ
パ
ー

ク
事
業
を
視
察

し
、
課
題
解
決

の
提
案
な
ど
も

行
い
、
採
択
を

求
め
て
き
ま
し

た
。「現

在
、
区
内

に
は
子
ど
も
た

ち
が
伸
び
伸
び

と
遊
べ
る
環
境

が
少
な
い
で
す
。

ま
た
禁
止
事
項

陳
情
が
全
会
派
一
致
採
択

す
る
も
の
で
す
。
板
橋
区

で
は
、今
年
度
上
半
期
に
、

区
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

内
、
抽
出
し
た
1
0
0
0

世
帯
を
対
象
に
実
態
調
査

を
実
施
予
定
で
す
。

竹
内
愛
区
議
は
、
代
表

質
問
に
お
い
て
、
大
阪
市

で
の
5
歳
児
、
小
5
、
中

2
の
子
ど
も
と
保
護
者
を

対
象
に
全
件
調
査
を
行
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
、『
よ

り
具
体
的
な
実
態
把
握
の

た
め
に
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
全
世
帯
調
査
の
実
施

が
必
要
』
と
、
区
長
に
調

査
方
法
の
見
直
し
を
求
め

ま
し
た
。
区
長
は
『
実
態

把
握
に
努
め
る
』
と
答
え

ま
し
た
。
実
態
に
即
し
た

支
援
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
調
査
対
象
の
拡
大
や

方
法
の
見
直
し
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

も
多
い
で
す
。
今
回
の
陳

情
採
択
を
、
板
橋
区
で
魅

力
あ
る
公
園
・
遊
び
場
を

増
や
す
き
っ
か
け
に
し
た

い
で
す
」
と
都
市
建
設
委

員
の
荒
川
な
お
区
議
は
語

り
ま
し
た
。

愛
犬
と
一
緒
に
公
園
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

「
愛
犬
と
一
緒
に
板
橋

区
立
公
園
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を

求
め
る
陳
情
が
４
月
13
日

の
都
市
建
設
委
員
会
で
審

議
が
お
こ
な
わ
れ
全
会
派

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
同
趣
旨
の
陳
情
は
、

2
0
0
3
年
以
降
、
何
度

も
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

「
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反
」

や
「
狂
犬
病
の
感
染
症
が

心
配
」
な
ど
の
声
が
、
区

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
採
択
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

板
橋
区
は
、
公
園
条

例
で
行
為
の
制
限
と
し
て

「
動
物
を
連
れ
込
み
、
ま
た

は
危
険
な
物
を
持
ち
込
む

こ
と
」
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
2
月
に
板

橋
区
が
区
民
向
け
に
お
こ

な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
犬
の
連
れ
込
み
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
定
め
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
」
と
い
う
設
問
に
対
し

て
、「
公
園
内
に
犬
を
連
れ

込
ん
で
も
い
い
」
と
答
え

た
方
が
8
割
を
越
え
ま
し

た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
連
れ

込
み
実
現
を

委
員
会
審
議
で
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
受
け
て

「
時
代
の
要
請
だ
」
と
い
う

意
見
が
共
通
し
て
出
さ
れ

ま
し
た
。

区
は
、「
地
域
の
み
な
さ

ん
に
、
理
解
と
協
力
を
頂

き
、
連
れ
込
む
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
子
ど
も
の

利
用
が
多
い
時
間
帯
な
ど

は
連
れ
込
み
を
禁
止
す

る
こ
と
な
ど
を
含
め

て
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
」「
早

く
て
一
年
後
を
め

ど
に
条
例
改
正
を
目

指
し
た
い
」
と
い
う

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

世田谷区のプレイパーク事業を視察する区議団

陳
情
が
全
会
派
一
致
採
択
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パブリックコメントは、区の計画な
どに関する区民の意見を公募する制
度です。これまで応募された区民・
団体は、1件につき平均 7～8人に
とどまっています。そのため、新たに、
電子メールアドレス登録に賛同してく
ださる方を募集して、区民の意見を
より多く求めるものです。
月1回程度、登録されたメールア
ドレスに、その月のパブリックコメン
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ト・公募委員の募集、会議の傍聴な
どの予定が配信されます。
年間を通じて、区民意識意向調査、
タウンモニターなどの機会にご案内し
ます。登録は、区のホームページか
ら行えます。
問い合わせ：板橋区役所　政策企
画課政策第二グループ　　
ＴＥＬ3579-2013

パブリックコメントの募集に、
登録制度が加わりました

特
定
整
備
路
線
補
助

第
26
号
線
の
道
路
計
画
と

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山

商
店
街
が
交
差
す
る
地
点

（
大
山
町
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン

ト
）
で
、
板
橋
区
は
、
平

成
27
年
4
月
に
再
開
発
の

準
備
組
合
（
地
権
者
45
名
）

を
発
足
さ
せ
、
大
規
模
な

再
開
発
計
画
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
そ
の
再
開
発
を

可
能
に
す
る
た
め
の
地
区

計
画
を
決
定
す
る
た
め

に
、
区
は
、
3
月
に
「
素

案
」
の
説
明
会
を
、
5
月

7
、
8
日
に
は
「
都
市
計

画
原
案
」
の
説
明
会
を
開

催
し
、
本
年
10
月
に
は
都

市
計
画
決
定
を
め
ざ
す
と

し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
疑
問
や
批

判
の
声
が
次
々
に

計
画
は
、
補
助
第
26

号
線
の
両
側
を
95
メ
ー
ト

ル
ま
で
高
さ
制
限
を
緩

和
し
、
26
階
、
27
階
な
ど

の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
想

定
。
区
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大

山
商
店
街
の
姿
は
、
大
き

な
道
路
に
分
断
さ
れ
、
影

も
形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
5

月
7
、
8
日
に
開
か
れ
た

説
明
会
で
は
、
大
山
町
周

辺
の
住
民
や
商
店
街
の

方
々
か
ら
次
々
に
、
疑
問

や
批
判
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。「
説
明
会
の
開
催

通
知
が
テ
ナ
ン
ト
の
オ
ー

ナ
ー
な
ど
関
係
者
に
届
い

て
い
な
い
」「
商
店
街
の

ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
商
店
街

で
作
っ
て
き
た
も
の
。
勝

手
に
ア
ー
ケ
ー
ド
を
取
り

払
う
計
画
な
ど
認
め
ら
れ

商
店
街
が
壊
さ
れ
る
！

区
が
「
大
山
町
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
周
辺
地
区
」
の
都
市
計
画
原
案
説
明
会
を
開
催

な
い
」「
住
民
の
声
を
反

映
す
る
場
が
保
障
さ
れ
て

い
な
い
」
等
々
。
補
助
第

26
号
線
の
住
民
合
意
も
得

ら
れ
ず
、
東
上
線
の
立
体

化
も
数
十
年
先
と
い
わ
れ

て
い
る
中
で
、
再
開
発
だ

け
が
先
行
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
商
店
街
が
壊
さ
れ

る
だ
け
の
ま
ち
づ
く
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

東上線
大山駅

板橋区が「大山駅周辺地区の
まちづくりの説明会」開催予定

補助第 26 号線、鉄道立体化、駅
前広場、市街地再開発など、大山駅
周辺全体の計画の進捗状況について
の説明会を区が開催します。

6 月 8 日（木）午前 10 時からと
6 月10 日（土）午後 7 時からの　  
2 回。場所はグリーンホール2Fにて。
問い合わせは
拠点整備課 TEL03-3579-2449


